
 

  

 

 

 

 

す
が
、
他
の
委
員
お
よ
び
詳
細
に
関
し

ま
し
て
は
５
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
令

和
２
年
度
仲
手
原
自
治
会
定
期
総
会
議

案
書
」
４
頁
の
「
報
告
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

   

３
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
新
旧

役
員
・
班
長
・
委
員
交
代
懇
親
会
は
中

止
と
な
り
、
自
治
会
執
行
部
か
ら
４
月

１
日
付
け
で
、
新
班
長
・
委
員
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。 

民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

お
よ
び
本
紙
編
集
委
員
に
つ
い
て
は
、

本
号
３
・
４
頁
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま 

         

「
防
災
訓
練
」
や
「
さ
ん
ま
祭
り
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感
染
の
状

況
や
行
政
の
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
開

催
の
可
否
を
検
討
し
て
順
次
皆
様
に
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

５
月  

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
自
治

会
定
期
総
会
は
中
止
と
な
り
、
各
議
案

は
「
書
面
表
決
書
」
に
よ
り
表
決
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

５
月  

日
締
切
で
投
函
専
用
箱
を
確

認
し
た
結
果
は
左
記
の
通
り
と
な
り
、 

す
べ
て

の
議
案

は
過
半

数
も
っ

て
可
決

さ
れ
ま

し
た
。 

 

           

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
感
染
の
危
険
が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
手
原
自
治
会

も
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

一
部
の
活
動
を
少
し
ず
つ
再
開
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

６
月
１
日
か
ら
、
自
治
会
館
の
一
般

貸
し
出
し
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
６
月
か
ら
再
開
し
、 

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

広
報
紙
「
な
か
て
は
ら
」
は
取
材
や

編
集
会
議
を
し
ば
ら
く
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
４
月
は
休
刊
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
発
刊
の
は
こ

び
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
が
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
「
夏
祭
り
」
は
、
山
車
や

盆
踊
り
、
夜
店
な
ど
で
の
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
か
ら
、
中
止
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る 
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第１号議案 賛成:566 反対:0 

   令和元年度事業報告の件 

第２号議案 賛成:566 反対:0 

   令和元年度歳入歳出決算報告  

   及び監査結果報告の件 

第３号議案 賛成:566 反対:0 

   令和２年度役員改選(案)の件  

第４号議案 賛成:565 反対:1 

   令和２年度事業計画(案)の件  

第５号議案 賛成:564 反対:2 

   令和２年度歳入歳出予算(案)の件 
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令和２年度自治会役員 

江村 清  押尾泰典  岡田二郎   細川邦夫   久保寺  功  小松眞一 

(業務部長)   (広報部長)    (監査役)     (監査役)  (防災・防犯部長) (企画部長) 

阿部ふさな  堀内由理 斉藤眞幾男  村野明美  和田恵美子  築地美恵子 

(庶務部長)   (会計部長)     (会長)      (副会長)     (厚生部長)   (総務部長) 

班     

長 

１
丁
目 

１
班 

中
西 

雅
子 

２
班 

菊
地 

毅
成 

３
班 

渥
美
真
裕
美 

４
班 

岸   

浩
子 

５
班 

松
原 

房
江 

６
班 

川
久
保
和
子 

７
班 

亀
山 

弘
江 

８
班 

深
澤 

英
邦 

９
班 

大
谷   

守 

 
 

班 

夏
目 

真
波 

 
 

班 

常
盤 

千
恵 

 
 

班 

松
本 

隆
幸 

２
丁
目 

１
班 

田
向
美
世
司 

２
班 

野
尻
貴
美
子 

３
班 

標   

俊
彦 

４
班 

甲
部 

修
正 

５
班 

中
島 

泰
雄 

６
班 

永
田 

裕
之 

７
班 

北
川 

茉
莉 

８
班 

佐
藤 

健
生 

９
班 

有
木 

玉
美 

10 11 12 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
始
ま
っ
た 

令
和
２
年
度 

自
治
会
長 

斉
藤
眞
幾
男 

 
COVID-19 

3D モデル 

提供 

(株)バイタリフィ 

 

 

 

 



 

  

昭
和 

   

年 
 

月  

港
北
小
学
校
創
立 

    
 
   

 
  (

４
月  

日) 

    
 
   

 
  

大
綱
小
・
子
安
小 

    
 
   

 
  

白
幡
小
よ
り
独
立 

    
 
  

月  

港
北
小
学
校
開
校 

    
 
   

 
  (

７
月  

日) 

   

年 
 

月  

港
北
小
学
校
篠
原
分
校
開
設 

   

年 
 

月  

校
歌
が
で
き
る 

    
 
   

 
  

プ
ー
ル
が
で
き
る 

   

年 
 

月  

分
校
が
篠
原
小
学
校
と
し 

    
 
   

 
  

て
独
立 

   

年 
 

月  

体
育
館
が
で
き
る 

   

年 
 

月  

遊
園
地
が
で
き
る 

   

年 
 

月  

屋
外
放
送
室
が
で
き
る 

    
 
  

月  

図
書
室
を
整
備 

    
 
  

月  

大
型
滑
り
台
が
で
き
る 

   

年 
 

月  

校
庭
を
拡
張
す
る 

   

年 
 

月  

プ
ー
ル
改
修 

   

年 
 

月  

飼
育
小
屋
が
で
き
る 

    
 
  

月  

Ｐ
Ｔ
Ａ
「ふ
れ
あ
い
広
場
」 

    
 
   

 
  

が
始
ま
る 

平
成 

  

年  

月  

第
１
回
「港
北
フ
ェ
ス
テ 

    
 
   

 
  

ィ
バ
ル
」を
行
う 

  

年  

月  

焼
き
窯
庫
が
で
き
る 

  

年  

月  

時
計
台
今
な
ん
じ
君
が
で
き
る 

   

年 
 

月  

運
動
会
を
Ｃ
Ｓ
Ｆ
に
改
称 

   

年 
 

月  

教
室
の
オ
ー
プ
ン
化 

    
 
   

 
  

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
変
わ
る 

   

年 
 

月  

地
域
ふ
れ
あ
い
の
部
屋
完
成 

   

年 
 

月  

体
育
館
改
修 

   

年 
 

月  

す
べ
り
台
が
無
く
な
り 

    
 
   

 
  

遊
園
地
が
完
成 

   
年 

 

月  

な
か
よ
し
棟
完
成 

    
 
   

 
  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置 

   

年 
 

月  
給
食
室
工
事
終
了 

の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
、
一
生

懸
命
に
発
表
す
る
姿
が
と
て

も
感
動
的
な
発
表
会
に
な
り

ま
し
た
。 

港
北
小
学
校
校
長 

大
嶋
照
美 

    

昭
和
二
十
四
年
、
私
は
白
幡
小
学
校

の
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま

だ
、
港
北
小
学
校
が
出
来
上
が
っ
て
お

ら
ず
、
二
学
期
か
ら
通
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
給
食
室
も
間
に
合
わ
ず
午
前

と
午
後
の
二
部
制
で
し
ば
ら
く
授
業
を

行
っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

兄
弟
の
多
か
っ
た
わ
が
家
で
は
、
兄
と

私
・
妹
に
始
ま
っ
て
姪
・
甥
そ
し
て
私

の
二
人
の
息
子
と
二
人
の
孫
、
な
ん
と

総
勢
十
八
名
が
お
世
話
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
変
化
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
も
成
長
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
と
に
か
く
港
北
小
学
校
は

大
切
な
思
い
出
の
宝
庫
な
の
で
す
。 

一
丁
目
５
班 

 

小
野
し
づ
子 

 

 

 

 

 

 

第 57号                               な か て は ら             令和２年(2020) 8 月 1日(2) 
   

平
成
か
ら
令
和
に
な
り
、

港
北
小
学
校
は
、
昭
和  

年

の
開
校
か
ら
、
令
和
元
年  

周 

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。  

周
年
記
念
行
事
の

一
つ
で
あ
る
、
学
習
発
表
会

を  

月  

日
（水
）、
神
奈
川

県
民
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。 

使
用
で
き
る
時
間
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、
各
学
年
の
発

表
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
事
前
に
会
場
を
使
っ
て

練
習
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
体
育
館
で
出
入
り
の
練

習
を
十
分
に
行
い
、
当
日
は

ど
の
学
年
も
大
変
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

各
学
年
、
「
合
唱
と
音
読
・

朗
読
」
で
、
２
つ
ず
つ
発
表

し
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
会
場
に
元
気
な
歌

声
と
音
読
・
朗
読
の
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。
緊
張
し
な

が
ら
舞
台
に
並
ぶ
子
ど
も
達 

15 

24 70 

12 

11 70 

 

港
北
小
学
校
の
思
い
出 

 

70 周年を盛り上げるために現在
の中学２年生が６年生の時に作
ったマスコット。生徒達や地域
の方々の大切な場であるさくら
道にちなんで桜の花形になりま
した。こだわったのは１～６年
生の意味で花びらが６つあり、
港北小学校のスローガン「チャ
レンジする子」の「チャ」をと
って「ちゃくら」と名づけられ 
ました。 

港北小学校 

マスコット 
「ちゃくら」 

合唱と音読・朗読を一生懸命 
発表しました。 

 

開校当時の校舎 

令和元年 12 月 11 日  神奈川県民ホール

にて 

マスコット「ちゃくら」の人文字を作りました 

マスコットちゃくらは 
どうやって作られたの？ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

昔も今も変わらないたくさんの良さがある 

 

横
浜
市
立
港
北
小
学
校
年
表 

18 

港
北
小
学
校
卒
業
生
に 

学
校
へ
の
思
い
を
語
っ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

港
北
小
学
校
70
周
年 

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の
様
子 

24 

４ 

33 

４ 

34 

11 

36 

１ 

42 

１ 

44 

７ 

54 

７ 

57 

10 

58 

３ 

62 

４ 

11 

９ 

12 

３ 

14 

９ 

18 

２ 

29 

７ 

30 

２ 

10 

10 

22 

３ 

７ 

３ 

３ 

11 

 

７ 

 

10 

 

11 

 

11 



仲
手
原
の
福
祉
を
担
う 

民
生
委
員
・児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
紹
介 

令
和
元
年   

月
１
日
、
左
の
９
名
の
方
々
が
改
め
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 
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昭
和 

～ 

年
の
間
、
仲
手
原
２
丁
目 

番
、
旧
綱
島
街
道
沿
い
に
「吉
村
模
型
鉄 

道
館
」
が
存
在
し
た
。
月
に
一
回
日
曜
日
、

主
に
子
ど
も
達
を
招
い
て
無
料
で
運
転
会 

や
模
型
製
作
個
別
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

館
長
は
会
社
経
営
の
吉
村
栄
さ
ん
。
大 

正 
 

年
生
れ
。
昭
和 

年
、
中
学
１
年
の

時
か
ら
鉄
道
模
型
に
興
味
を
持
ち
模
型
を 

ス
ク
ラ
ッ
チ
ビ
ル
ド(

自
作)

さ
れ
て
き
た
。 

戦
時
中
は
製
作
中
断
、
戦
後
再
開
。
昭
和

年
代
半
ば
ま
で
は
Ｏ
ゲ
ー
ジ
の
模
型
が 

販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
販
売
が
さ
れ
な
く 

な
っ
た
後
も
栄
さ
ん
は 

 

㍉
の
Ｏ
ゲ
ー
ジ 

を
使
い
続
け
ら
れ
た
。
約 

 

坪
の
自
社
倉 

庫
２
階
フ
ロ
ア
に 

は
、 

 

㍍×
 
 

㍍ 

の
大
き
な
台
が
置 

か
れ
、
そ
の
上
に 

レ
イ
ア
ウ
ト
（
線 

路
や
駅
舎
な
ど
の 

構
造
物
）
が
展
開 

し
て
い
た
。
訪
れ 

た
子
ど
も
達
へ
は 

レ
イ
ア
ウ
ト
上
に 

あ
る
「
栄
町
」
駅
の
記
念
入
場
券
が
配
布

さ
れ
、
子
ど
も
達
か
ら
は
感
想
文
が
届
け

ら
れ
た
。
総
延
長
約 

㍍
の
線
路
は
三
線

式
・
交
流
運
転
方
式
で
、
枕
木
が
付
い
た

既
製
品
で
は
無
く
、
市
販
の
Ｏ
ゲ
ー
ジ
用

引
抜
レ
ー
ル
（
軌
条
の
み
）
を
ス
パ
イ
ク

（
犬
釘
で
固
定
）
し
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

縮
尺
１
／ 

 

の
機
関
車
・
電
車
・
客
車
な 

  

ど
は
、
一
部
の
市
販
部
品
（
車
輪
・
モ
ー

タ
ー
・
連
結
器
・
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
な
ど
）

を
除
い
て
自
作
、
主
に
紙
で
外
装
し
塗
装

仕
上
げ
す
る
こ
と
で
丈
夫
な
車
体
に
な
っ

た
。
使
え
そ
う
な
紙
片
や
木
片
な
ど
も
常

に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
。
栄
さ
ん
は
同 

様
の
愛
好
家
の
間
で
は
有
名
で
「
月
刊 

と
れ
い
ん 

号(

昭
和 

年
５
月
発
行)

」 

に
も
レ
イ
ア
ウ
ト
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
 
 

栄
さ
ん
は
昭
和 

年
８
月
病
気
に
よ
り 

亡
く
な
ら
れ
た
。 

 
 

歳
だ
っ
た
。
「
吉
村 

模
型
鉄
道
館
」
は
閉 

館
と
な
っ
た
が
、
「
子 

ど
も
た
ち
に
夢
を
」 

と
い
う
栄
さ
ん
の
遺 

志
に
よ
り
、
昭
和 

 

年
に
遺
さ
れ
た
模
型
車
輌
約 

輌
す
べ
て

が
ご
遺
族
か
ら
横
浜
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
模
型
車
輌
は
「
吉
村
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
と
し
て
「
横
浜
市
電
保
存
館
」(

磯 

子
区
滝
頭
）
で 

 

輌
余
り
が
静
態
展
示
さ

れ
て
い
る
。 

現
在
、
仲
手
原
で 

大
き
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は 

武
相
中
学
・
高
等
学 

校
「
鉄
道
研
究
部
」 

が
所
有
さ
れ
、
学
園 

祭
で
Ｎ
ゲ
ー
ジ
（
９ 

㍉
）
運
転
会
が
開
催 

さ
れ
て
い
る
。 

写
真(

現
在)

・
文 

植
木
幹
造 

300 

12.5 

10.5 

700 

 
吉村模型鉄道館のレイアウト(昭和 51 年) 

「月刊とれいん 17号」より ㈱エリエイ 承認済 

も 
 

の  

が 
 

た 
 

り 

さ
か
え 

オ
ー 

14 

13 

30 

32 

51 

57 

17 

51 

57 56 

 
母子で賑わう吉村模型鉄道館(昭和 55年) 

「とうよこ沿線」より 岩田忠利氏 承認済 

 
武相中学・高等学校 鉄道研究部のレイアウト 

110 

40 

58 

 
 

 
 
 

 

今 

 
昔 

22 

  

  

  

C62 EF55 

100 

チームワークを大

切に活動していま

す。３年間どうぞ

よろしくお願いい

たします。 

妙蓮寺ハウスB棟 
1丁目6・7・8班 

伊東美奈子 
☎435-3709 

1 丁目 4・5班 
2 丁目 5班 

岩崎明子 
☎401-9593 

 

1 丁目 
2・9・10 班 

村野明美 
☎431-3210 

1 丁目 
1・3・11・12 班 
班 

芳賀宏江 
☎435-2617 

妙蓮寺ハウスA棟 
2 丁目９班 
 
2・9・10班 

井手良子 
☎431-1807 

主任児童委員 
篠原地区 

塚脇由美子 
☎433-8152 

２丁目 
１・２・３班 

染谷ゆう子 
☎090-6486-5758 

２丁目 
４・６班 

田村知子 
☎401-0611 

和田恵美子
☎433-5901 

２丁目 
７・８班 

民生児童委員は、相談内容に応じて適切な関係

機関による支援への「つなぎ役」を果たします。

主任児童委員は、子どもや子育てに関すること

を専門に活動しています。皆様の心配事、悩み

など守秘義務を守り支援に取り組みます。 
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仲
手
原
自
治
会
館
旧
綱
島
街
道
側
の

２
台
に
続
い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
自
治

会
館
事
務
所
裏
に
仲
手
原
二
丁
目
公
園

の
監
視
用
と
し
て
１
台
、
１
丁
目
「
三

菱
重
工
業
清
和
寮
」
西
側
道
路
の
電
柱

に
南
方
向
監
視
用
と
し
て
１
台
増
設
し

ま
し
た
。
事
件
・
事
故
に
関
し
て
捜
査

機
関
等
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
録
画
映

像
を
提
供
し
ま
す
。 

５
月  

ふ
れ
あ
い
祭
り(

中
止) 

      

自
治
会
総
会(

中
止) 

      

赤
十
字
募
金
集
金(

中
止) 

６
月  

港
北
小
学
校 

防
災
拠
点
訓
練(

延
期) 

８
月 

「
な
か
て
は
ら
」
第
57
号
発
行 

      

夏
祭
り(

中
止) 

月  

秋
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・ 

さ
ん
ま
祭
り(

未
定) 

      

仲
手
原
防
災
訓
練(

24
日) 

        

安
否
確
認
の
み
実
施 

月  

健
民
祭(

未
定) 

      

仲
手
原
寄
席(

未
定) 

        

 
学
園
が
昭

和  
年
に
、

こ
の
武
相
台

に
根
を
お
ろ

し
て
以
来 

年
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。 

 

無
骨
な
男
の
子
が
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
登

下
校
の
際
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
根
は
皆
、
素
直
で
優
し
い

で
す
。
可
愛
い
生
徒
で
す
。
そ
の
一
端

と
し
て
、
毎
年
ク
ラ
ブ
単
位
で
自
治
会

の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
た
り
、
毎
週
月
曜
日
に
、
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
き
、
高
校
生

が
地
域
の
小
学
生
た
ち
と
爽
や
か
な
笑

顔
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
今
年
は
更
に
、
本
校
伝
統
の
野

球
を
温
故
知
新
の
精
神
で
、
先
輩
達
の

真
の
強
さ
を
見
習
い
強
化
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
。 
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「
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た
社
会
人
」 

の
育
成
を
目
標
に 

武
相
中
学
・
高
等
学
校 

              
校
長 

矢
口 

浩
幸 

    

今
年
度
、

初
め
て
校
長

職
を
拝
命
し

気
持
ち
も
新

た
に
神
奈
川 

中
学
校
に
参
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
５
月

末
ま
で
学
校
に
子
ど
も
が
い
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
６
月
に
授
業
が

再
開
し
、
最
近
や
っ
と
本
来
の
学
校
ら
し

さ
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
ど
も

が
い
な
い
学
校
は
実
に
寂
し
く
、
子
ど

も
た
ち
の
活
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
学
校
で

あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

本
校
で
は
学
区
小
学
校
と
協
力
し
な

が
ら
「
た
く
ま
し
く
社
会
を
生
き
抜
い

て
い
く
子
ど
も
」
を
育
成
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
よ
う
に
大
変
な
状
況
に
お

い
て
も
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も

を
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
も
い
た
だ
き

な
が
ら
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

「
た
く
ま
し
く
社
会
を
生
き
抜
い
て 

い
く
子
ど
も
」
を
育
て
る
た
め
に 

横
浜
市
立
神
奈
川
中
学
校 

               

校
長 

平
林  

潔 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
「な
か
て
は
ら
」の
４
月
発
行
は
お
休

み
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
発
行

が
第  

号
で
す
。
創
刊
号
は
平
成  

年 

月
で
、
は
や  

年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
井
上
禮
子
初

代
編
集
長
以
下
多
く
の
編
集
委
員
方
の

努
力
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
誠
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。 

平
成  

年
か
ら
は
紙
面
を
カ
ラ
ー
印

刷
に
し
、
読
み
易
く
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
前
回
の

第  

号
よ
り
ネ
ッ
ト
通
販
印
刷
方
式
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
こ
の
方
式
で
す
と
、

印
刷
原
版
作
成
を
私
た
ち
編
集
委
員
が

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、
発
注
コ
ス
ト

は
大
幅
に
下
が
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
努
力
し
て
、

良
い
新
聞
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
様
か

ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 (

中
村
泰
雄) 

 

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

石
原
正
尚
・
伊
東
美
奈
子
・
植
木
幹
造
・

押
尾
泰
典
・
芳
賀
宏
江
・
三
宅
博
久
・

宮
田
純
子   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

  

 

 

 

  

57 

10 

10 

22 

56 

26 

 

※ 

行
事
予
定
は
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が 

あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
「
回
覧
」
等
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 


